




平塚共済病院 薬剤科

　緩下剤「酸化マグネシウム」は、医療現場でも、OTC医薬品でもよく見かける緩下剤で
す。基本的には、効果もあり、習慣性、副作用も少ない良いお薬です。

　少しお薬の説明をすると「酸化マグネシウム」は、浸透圧性下剤の塩類下剤に属します。
浸透圧性下剤は浸透圧の違いを利用し、腸内で水分分泌を引き起こし便を柔らかくします。
また腸管内容量を増加させて腸の動きを促進し、排便回数を増加させます。診療ガイドライ
ンでは「推奨の強さ１（強い推奨）、エビデンスレベルＡ（質の高い検証結果）」として
評価され、特に塩類下剤は広く使用されています。

注意することは？
　比較的安全なお薬ではありますが注意しなければならないこともあります。
　腸壁から水分を引き出すため、脱水を起こすリスクを考慮し、コップ1杯以上の多めの水で
服用しましょう。水分摂取の制限がある方は、医師に確認してください。
　またあまり頻繁にある事ではありませんが、特に高齢者や腎臓の機能が低下している人で
は、高マグネシウム血症に注意が必要です。
　嘔気やだるさ、立ちくらみ、めまい、脈が遅くなる、眠気でぼんやりするなど高マグネ
シウム血症の初期症状に注意しましょう。
　放っておくと重い症状になることがありますので、早めに医療機関を受診することが大切
です。早めに発見し適切な処置をおこなえば大事に至ることはほとんどありません。

　そして一部の抗生物質など、お薬によっては一緒に服用すると効果が落ちてしまうものや
副作用が出やすくなるものもありますので、他にお薬を飲んでいる場合は、薬剤師に確認し
ましょう。
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